
活動プログラム展開案④＜小学校＞

「トラブルにならないような話し方を練習しよう」

◆本時のねらい

・トラブルにならないような話し方について考えて、練習することができる。

◆授業前の取り扱い

・ペアやグループをつくる場合は意図的な構成を行い、児童の心理的な負担をできる限り減らすよ

うに配慮する。

・本時の内容について配慮を要する児童がいる場合は、本時の活動の内容や流れを事前に知らせる。

◆展開(本時で使用する【スライド１】～【スライド15】は、展開案の後に示しています。

なお、スライド資料を使用せずに、その場でモデリングを行ったり板書したりすることも可

能です。)

学習活動 教師の働き掛け(○) 予想される児童の反応（・） 指導上の留意点

１．前時の学習につい 【スライド１】 ・【スライド１】は、

て振り返る。 ○前の時間は、「トラブルにならないような話の聴 授業前に提示してお

【３分】 き方」について学習しました。 く。

聴き方のポイントは４つありましたが、覚えてい

ますか。

【きき方のポイント】

① 相手の顔を見て聴く

② うなずきながら聴く

③ 相づちを打ちながら聴く

④ 最後まで聴く

２．本時のめあてを知 【スライド２】

る。 ○トラブルが起きる原因の一つに、怒りの感情があ ・ここでの「話し方」

【２分】 りました。話し方や話す言葉によって、トラブル とは、声の大きさや

になりにくくなります。今日は、トラブルになら 言葉遣いといったス

ないような話し方を練習します。 キルと、会話の中で

交わす言葉の内容の

両面に関わることと

する。

【本時のめあて】 トラブルにならないような話し方を練習しよう

３．モデリングを見て、【スライド３】

話し方のポイントを ○これから、トラブルになりそうな場面で、どのよ

知る。 うな話し方をしたらよいかについて学習します。

【10分】 Ａさんの話し方に注目して見ましょう。

【トラブルになりそうな場面①】

昼休みにＡさんとＢさんは、運動場でボール遊びをしました。昼休みが終わり、Ａさ

んは、ボールの片付けをＢさんに頼もうとしています。

(1) モデリングを見 ○３つの話し方を動画で見てもらいます。どれがト ・モデリング動画を使

る。 ラブルにならないような話し方か考えながら見ま 用せずに、教師や児

しょう。 童でモデリングを行
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ってもよい。その場

合は、事前に打合せ

や練習を行っておく。

・話し方に注目させる

ために、「聴く役」

は役割カードを首に

掛けてモデリングを

行い、話し方の違い

が明確になるように

演じる。

【スライド４(動画)】

○まず、１つ目の話し方です。

モデリングⅠ 攻撃的な話し方（強い口調で）

Ａ：ボール片付けとけよ。

Ｂ：えっ、なんで。

Ａ：いいから。分かったな。

Ｂ：（ムッとした表情になる）

【スライド５(動画)】

○次に、２つ目の話し方です。

モデリングⅡ 非主張的な話し方（下を向いて、小声で）

Ａ：ねえ、あのさ･･･。

Ｂ：何？

Ａ：えっとね。実は･･･。

Ｂ：？ （首をかしげる）

【スライド６(動画)】

○そして、３つ目の話し方です。

モデリングⅢ トラブルにならないような話し方

(練習１シナリオ) （おだやかな口調で）

Ａ：どっちが片付ける？昨日も、ぼくが片付けたよね。

Ｂ：うん。

Ａ：２回連続で片付けるのは嫌だから、今日は片付けてもらってい

い？

Ｂ：ぼくも片付けるの嫌だな。

Ａ：じゃあ、今日はぼくが片付けるから、次は２回連続で片付けて

くれる？

Ｂ：うん、分かった。

Ａ：ありがとう

(2) 話し方のポイン ○どの話し方が、トラブルにならないような話し方 ・どのようなところが

トを考える。 だと思いますか。また、それはどのようなところ 良かったか、気付き

から感じますか。 を出させながら話し

・３つ目。 方のポイントを押さ

・話し方がやさしい。 える。

・はっきりと話している。 ・内容の部分の気付き

・Ｂさんに「２回連続で片付けるのは嫌だから、 が十分出ない場合も
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今日は片付けてもらっていい？」と、自分の気 考えられる。話し方

持ちをやさしく、でもはっきりと伝えている。 のポイントをスライ

・Ｂさんが「ぼくも片付けるの嫌だな。」と言っ ドで提示するときに

ても怒らずに、別のことを伝えていたから、い 説明を加える。

いなと思った。

【スライド７】

○話し方のポイントをまとめてみましょう。今日、 ・それぞれのポイント

皆さんに練習してほしい話し方のポイントは４つ について具体的にど

あります。 のようにすればよい

のかを全体で確認す

【話し方のポイント】 る。

① やさしく話す

② はっきりと話す

③ 自分の気持ちを伝える

④ 相手がなっとくするような提案をする

○４つの話し方のポイントが分かりましたか。トラ

ブルにならないようにするために、穏やかな話し

方をするとよいですね。

４．話し方のポイント 【スライド８】

に気を付けながら練 ○これから練習をします。練習するときの約束を確 ・実際に行動できるよ

習する。 認します。 うにするためには、

約束を守って練習す

・恥ずかしがらない ることが大切である

・冷やかさない ことを伝える。

・よいところを見つける

(1) 練習１ 【スライド９】

【10分】 ○最初は、動画の３つ目の場面【モデリングⅢ】（練 ・ワークシートと役割

習１シナリオ）を演じてください。 カード、ニコマーク

とニコニコマークの

セットを配付する。

○４人グループになり、「話す役」と「聴く役」、 ・役割の交代の仕方を

「見守る役」(２人)に分かれて練習します。 提示する。「話す役」

「聞く役」「見守る

○時計回りに役を交代しながら、全部の役を体験し 役」の役割カードを

ます。 首に掛け、時計回り

に役割を交代するよ

うにする。

○「見守る役」の人は、「話す役」の人をよく見て、 ・「見守る役」は「話

４つのポイントのうち、１～２つできていたらニ す役」が話し方のポ

コマークを、３～４つできていたらニコニコマー イントを使っていた

クを出してください。練習が終わった後で、でき かどうかに目を向け

ていたポイントや良かったところを「話す役」の させる。そのとき、

人に伝えてください。 「見守る役」にニコ

マークとニコニコマ

ークのセットを持た

せ、ロールプレイが

終わったらどちらか

を出すように「見守
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る役」に指示してお

く。

○「話す役」と「聴く役」の人は、ワークシートを

見てもよいです。

終わった後は役割カードを外して、拍手をして席

に着きましょう。

練習の仕方は分かりましたか。

【スライド10】

○練習をしましょう。

○練習を振り返りましょう。トラブルにならないよ ・ワークシートに記入

うな話し方ができましたか。ワークシートの１回 させる。

目のところに丸を付けましょう。

○グループの練習で良かったところを紹介してく ・話し方の良かった児

ださい。 童を数名紹介し、話

し方のポイントを再

○先生が見付けた「話し方名人」を紹介します。 確認する。

○次の練習で頑張りたいポイントを決めて「がん ・ポイント以外でも工

ばりたいポイント」のところに丸を付けましょ 夫している点を紹介

う。また、ポイント以外でも工夫できそうなこ し、新しいポイント

とを見付けたら、★印のところに新しいポイン として挙げてよいこ

トとして書き加えましょう。できるポイントが とを知らせる。

増えたり、頑張りたいポイントが上手に使える

ようになったりするとよいですね。

(2) 練習２ 【スライド11】【スライド12】

【15分】 ○次の練習をします。ワークシートの裏面を見て ・練習１の台詞を参考

ください。次は、話し方のポイントを入れた台 にしながら考えを出

詞を考えてもらいます。図書館に入った新しい し合い、台詞を完成

本を自分が先に借りたいと、ＡさんがＢさんに させる。

お願いする場面です。練習１の台詞を参考にし ・練習２のシナリオを

ながら、全員で台詞を考えてみましょう。 大きく提示し、全員

で考えた台詞を入れ

て、完成させる。

【トラブルになりそうな場面②】

(練習２シナリオ)

【場面】

図書室に新しい本が１さつだけ入りました。ＡさんもＢさんも、その本を借りたいと思っ

ています。Ａさんは、Ｂさんに「先に自分が借りたい」と言いますが、Ｂさんも「自分が先

に借りたい」と言っています。Ａさんは、どのような話し方をすればよいでしょうか。

【役割】Ａ：話す役 Ｂ：聴く役

Ａ：この本、１さつしかないんだよね。

Ｂ：うん。

Ａ： 【自分の気持ちを伝える】

例：この本、どうしても借りたいから、先に借りさせてもらえるかな？

例：この本を早く読みたいから、しばらく待ってもらっていいかな？
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Ｂ： え～、ぼくが先にこの本借りたいな。

Ａ： 【相手がなっとくするような提案をする】

例：じゃあ先に借りていいから、読んだらすぐ声をかけてね。

Ｂ：うん、分かった。

Ａ：ありがとう。

○ワークシートに台詞が書けましたか。

○４人グループになり、「話す役」と「聴く役」、 ・役割の交代の仕方を

「見守る役」(２人)に分かれて練習します。 提示しておく。「話

す役」「聴く役」「見

○「見守る役」の人は、「話す役」の人をよく見て、 守る役」の役割カー

４つのポイントのうち、１～２つできていたらニ ドを首に掛け、時計

コマークを、３～４つできていたらニコニコマー 回りに役割を交代す

クを出してください。後で、できていたポイント るようにする。

や良かったところを「話す役」の人に伝えてくだ ・「見守る役」は「話

さい。 す役」が話し方のポ

イントを使っていた

○練習の仕方は分かりましたか。では、２回目の練 かどうかに目を向け

習をしましょう。 させる。１回目と同

様に、ニコマークと

ニコニコマークのセ

ットを使って行わせ

る。

○２回目の練習を振り返りましょう。トラブルにな ・ワークシートに記入

らないような話し方ができましたか。ワークシー させる。

トの２回目のところに丸を付けましょう。

○グループの練習で良かったところを紹介してくだ ・話し方の良かった児

さい。 童を数名紹介し、話

し方のポイントを再

○先生が見付けた「話し方名人」を紹介します。 確認する。

５．本時の学習を振り 【スライド13】【スライド14】

返る。 ○今日の学習を振り返ります。ふりかえりシートに ・ふりかえりシートを

【５分】 記入しましょう。 配付する。

【スライド15】

○今日の学習の気付きや感想を発表しましょう。 ・ふりかえりシートに

・やさしく話すことができてよかった。 記入したことをグル

・ポイント以外に笑顔で話すことを頑張った。 ープで発表し合った

・やさしく話したら、相手もやさしく返してくれ 後に、全体の場で発

るということが分かった。 表させる。

・机間指導をしながら

児童が書いている内

容を確認して、発表

する児童がいない場

合は、それを紹介し

てもよい。
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○今日、学習した話し方のポイントを使って、トラ ・他の場面でも、活用

ブルにならないような話し方ができるとよいです できることを意識さ

ね。 せる。

○次の時間は「トラブルが起きたときにはどのよう ・次時の学習について

にすればよいか」について学習します。 知らせる。

◆評価の視点

・トラブルにならないような話し方について考えて、練習することができたか。

◆授業後の取り扱い

・児童の感想を朝の会や帰りの会、学級通信などで紹介する。

・学習したポイントを学級内に掲示し、折に触れて確認する。

・学級通信などで活動の内容を紹介し、家庭での様子を見守っていただくようにする。

・学年間で活動内容等を共有し、学校生活における児童の様子を観察する。

【めあて】トラブルにならないような話し方を練習しよう

板書計画(４時目)

【前時のふりかえり】

※前時の学習で使用した
資料などを提示します。

【スキルのポイント】

① やさしく話す
② はっきりと話す
③ 自分の気持ちを伝える
④ 相手がなっとくするような
提案をする

【練習するときの約束】

【相互評価の説明等】

【役割の進め方】

話す役

聴く役

見守る役①

見守る役②

※練習がスムーズに進められるように、役割の進め方を
掲示したり相互評価のやり方の説明を板書したりします。

【練習シナリオ】

※練習２のシナリオを提示
しておき、台詞を考えさ
せたあとに児童から出さ
れた台詞を書き入れる
際に使います。

※ポイントは「・」や「①②③・・・」
などで示します。それ以外に
児童からヒントとなる意見が出
された場合も、下方に板書して
おきます。



ピア・メディエーション(小)４展開案等－7 佐賀県教育センター

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【ニコマーク＆ニコニコマーク】

※原寸大
※それぞれの表情を２枚ずつ厚紙に印刷し、その間に割り箸を挟んで仕上げます。

ニコマーク ニコニコマーク

【役割カード】

きく役

※厚紙に印刷し、２つの穴にひもを通して仕上げます。
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【役割カード】

話す役

※厚紙に印刷し、２つの穴にひもを通して仕上げます。

【役割カード】

見守る役

※厚紙に印刷し、２つの穴にひもを通して仕上げます。
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

前の時間は、「トラブルにならないような話の聴き方」について学習しました。
聴き方のポイントは４つありましたが、覚えていますか。

・相手の顔を見て聴く
・うなずきながら聴く
・相づちを打ちながら聴く
・最後まで聴く

でした。

【スライド１】

本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

トラブルが起こる原因の一つに、怒りの感情がありました。話し方や話す言葉によって、
トラブルになりにくくなります。

今日は、トラブルにならないような話し方を練習します。

【スライド２】
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

これから、トラブルになりそうな場面で、どのような話し方をしたらよいかについて学習
します。
Ａさんの話し方に注目して見ましょう。

３つの話し方を動画でみてもらいます。
どれがトラブルにならないような話し方か考えながら見ましょう。

【スライド３】
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

(●印のとき、アニメーションを動かす)

●まず、１つ目の話し方です。

【スライド４】



平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

(●印のとき、アニメーションを動かす)

●次に、２つ目の話し方です。

【スライド５】
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

(●印のとき、アニメーションを動かす)

●そして、３つ目の話し方です。

どの話し方が、トラブルにならないような話し方だと思いますか。
また、それはどのようなところから感じますか。

・３つ目。
・話し方がやさしい。
・はっきりと話している。
・Ｂさんに「２回連続で片付けるのは嫌だから、今日は片付けてもらっていい？」と、
自分の気持ちをやさしく、でもはっきりと伝えている。
・Ｂさんが「ぼくも片付けるの嫌だな。」と言っても怒らずに、別のことを伝えていた
から、いいなと思った。

【スライド６】
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【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

(●印のとき、アニメーションを動かす)

話し方のポイントをまとめてみましょう。今日、皆さんに練習してもらいたい話し方のポイントは
４つあります。

全体を通して
●やさしく話したり、
●はっきりと話したりすると、トラブルになりにくくなります。

そして
●「２回連続で片付けるのはいやだから、今日は片付けてもらっていい？」と、
自分の気持ちを相手に伝えます。

もし、このように伝えても、相手が「ぼくもいやだな」という場合もありますね。

そんな場合は、最後に
●「じゃあ、今日はぼくが片付けるから、次は２回連続で片付けてくれる？」と、
相手が納得するような提案をします。

４つの話し方のポイントが分かりましたか？
トラブルにならないようにするために、穏やかな話し方をするとよいですね。

【スライド７】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

これから練習をします。練習するときの約束を確認します。

・恥ずかしがらない
・冷やかさない
・良いところを見付ける

【スライド８】



平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】
（●印の時、アニメーションを動かす）

最初は、動画の３つ目の場面【モデリングⅢ】(練習１シナリオ)を演じてください。

４人グループになり、「話す役」と「聴く役」、「見守る役」(２人)に分かれて練習します。

●時計回りに役を交代しながら、全部の役を体験します。

「見守る役」の人は、「話す役」の人をよく見て、４つのポイントのうち、１～２つできて
いたらニコマークを、３～４つできていたらニコニコマークを出してください。

練習が終わった後で、できていたポイントや良かったところを「話す役」の人に伝えて
ください。

「話す役」と「聴く役」の人は、ワークシートを見てもよいです。

終わった後は役割カードを外して、拍手をして席に着きましょう。
練習の仕方は分かりましたか。

【スライド９】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

では、練習をしましょう。

練習を振り返りましょう。トラブルにならないような話し方ができましたか。
ワークシートの「１回目」のところに丸を付けましょう。

グループの練習で良かったところを紹介してください。先生が見付けた「話し方名人」を紹
介します。

次の練習で頑張りたいポイントを決めて、「がんばりたいポイント」のところに
丸を付けましょう。

また、ポイント以外でも工夫できそうなことを見付けたら、★印のところに新しいポイントと
して書き加えましょう。

できるポイントが増えたり、頑張りたいポイントが上手に使えるようになったりするとよいで
すね。

【スライド10】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

次の練習をします。ワークシートの裏面を見てください。

次は、話し方のポイントを入れた台詞を考えてもらいます。

図書館に入った新しい本を自分が先に借りたいと、ＡさんがＢさんにお願いする
場面です。

【スライド11】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

練習１の台詞を参考にしながら、全員で台詞を考えてみましょう。

ワークシートに台詞が書けましたか。

それでは、４人グループになり、「話す役」と「聴く役」、「見守る役」(２人)に分かれて練
習します。

「見守る役」の人は、「話す役」の人をよく見て、４つのポイントのうち、１～２つできて
いたらニコマークを、３～４つできていたらニコニコマークを出してください。

後で、できていたポイントや良かったところを「話す役」の人に伝えてください。

練習の仕方は分かりましたか。では、２回目の練習をしましょう。

(終了後)
２回目の練習を振り返りましょう。
トラブルにならないような話し方ができましたか。

ワークシートの２回目のところに丸を付けましょう。

グループの練習で良かったところを紹介してください。

先生が見付けた「話し方名人」を紹介します。

【スライド12】



平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

今日の学習を振り返ります。

【スライド13】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

ふりかえりシートに記入しましょう。

【スライド14】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

今日の学習の気付きや感想を発表しましょう。

・やさしく話すことができてよかった。
・ポイント以外に笑顔で話すことを頑張った。
・やさしく話したら、相手もやさしく返してくれるということが分かった。

今日、学習した話し方のポイントを使って、トラブルにならないような話し方ができる
とよいですね。

次の時間は「トラブルが起きたときにはどのようにすればよいか」について学習します。

【スライド15】


